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    マイクロ・ナノ精度の超精密位置決めなら 

電流パルスを用いた圧電アクチュエータの変位制御法 

技術分野分類  ５５０２：生産工学・加工学 

技術キーワード  Ｌ：精密位置決め・加工計測 

産 業 分 類  Ｅ２８：電子部品・デバイス・電子回路製造業 

 

内 
 
 
 
 
 

容 

 

概  要 

 

複数の供給用と吸込用電流源をそれぞれ並列に接続する．それらをスイッチ

で高速に切り替えることで，パルス状の電流を与えて圧電アクチュエータを駆

動する．数十μm のフルストロークとサブ nm の分解能が同時に達成できる． 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

圧電アクチュエータの変位をコンピュータで制御する場合には，駆動信号を

D/A 変換器で出力し，それをアンプで増幅して圧電アクチュエータに印加す

る．しかし，D/A 変換器の分解能によりストロークが制限される．本手法は

パルス列を与えるだけであるので，それらの比に制限がない． 

本技術の 

有用性 

ヒステリシスが小さく，直線性がよい．与えるパルス数によって変位制御す

るため，ステッピングモータを使用する感覚でオープンループ制御が可能であ

る．残留振動も発生しにくい． 

関連情報 

（図・表・写真等） 
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電 圧 制 御 ( 従

来) 

← 

 

→ 

電流パルス制

御(本手法) 
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適用可能製品 
超精密加工・測定における被加工物の傾き補正など，超精密変位制御で，制

御対象の線形性が求められる機器 
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